
令和４年度第１回米沢警察署協議会の開催

日 時 令和４年６月22日（水）午後３時から午後５時までの間

場 所 米沢警察署１階講堂

出 席 者 山形県公安委員会委員長
米沢警察署協議会委員：会長以下９名
米 沢 警 察 署 員：署長以下13名

テーマ 子供を事件や事故から守る

【協議内容等】
１ 会長の選出・副会長の指名

委員の互選により、会長、副会長とも再任となった。
２ 協議
（１）警察署員による管内概況、施策の説明

警察署長による管内概況の説明、生活安全課長、交通課長による子供を事件や事故
から守る施策の詳細について説明を行った。

（２）協議テーマに関する意見及び回答

委員からの意見等 警察署の回答

小、中学生への交通安全指導内容等を教 学校と連携しながら、春から夏の時期を中
えてほしい。 心に交通安全教室を開催しています。指導内

容については、小学校低学年は主に通学路の
安全な歩行、高学年や中学生は主に自転車の
安全利用について、実際の通学路や校庭に作
成したコースを使用した体験型学習等を行っ
ています。
また、小学生向けの指導チラシを活用し、

自転車の主な違反の内容を紹介して通行ルー
ルの周知を図っています。
さらに、実際に自転車の違反行為を認めた

時はイエローカードを交付し指導を行ってい
ます。

中学校の通学路ではパトロール等はして 警察官の活動は、管内全域をカバーしてお
いるのか。 り、中学校付近でも実施しています。

通学路の歩行者通行方法について、道路 道路交通法第10条第１項及び第２項の規定
の両側に歩道がある場合や左側にしか歩道 により
がない場合は、どちら側を通行すべきか。 〇 両側に歩道がある場合は、どちら側の歩

道でも通行が可能
○ 左側にだけ歩道がある場合は、その歩道
を通行
となります。なお、
○ 歩道や歩行者の通行に十分な幅員がある



路側帯がない場合は、道路の右側端に寄っ
て通行
となります。

下校時のパトロールの際、車外に出て子 当署の交通課員、地域課員が努めて街頭に
供たちに声を掛けて警察官の姿を見せる活 出て活動を行っています。
動をすることが効果的である。 今後もパトロール中の子供たちに対する声

掛けは、継続して実施していきます。

学校が通学路を決める際、警察から助言 通学路は、基本的に、各小学校が学区内の
や指導などはしているのか。 より危険が少ない場所を選定しています。

また、その通学路については、毎年、小学
校、教育委員会、保護者、地区住民、道路管
理者、市、町、地区安協、警察で合同点検を
実施しており、具体的危険箇所の抽出、対策
の検討、対策の実施を行っています。

交通事故が多発する場所については、交 事故多発箇所における事故防止対策として
通規制を行う等の対応が必要ではないか。 は、過去の発生状況や最近の発生傾向等を分
また、車両を使用する事業者においても 析し、事故が多発する箇所や時間帯を中心に
強い指導が必要ではないか。 交通指導取締りを強化しているほか、事故多

発箇所を集約した交通事故マップをホームペ
ージに掲載したり、関係機関・団体等へ配布
して、交通事故防止に役立ててもらっていま
す。
交通事故多発場所の交通規制については、

現場の状況を確認し、交通規制の必要性を判
断しながら対応していきます。
事業所の交通事故防止対策としては、地区

安全運転管理者連絡協議会を通じて加盟事業
所に交通安全状況を随時提供しているほか、
安全運転管理者の法定講習において、交通事
故の発生状況や事故防止対策等を説明し、事
業所の安全運転指導に役立ててもらっていま
す。
また、事業所からの要請により、動画ＫＹ

Ｔ（危険予測トレーニング機器）や交通安全
ゆとり号による参加・体験・実践型安全運転
指導等も随時開催しており、今後も引き続き
効果的な対策を進めていきます。

児童虐待の定義の理解に関して警察署を 児童虐待については、身体的虐待、性的虐
含めて関係諸団体による住民への普及が必 待、ネグレクト（育児放棄）、心理的虐待の４
要である。「オレンジリボン運動」（子供の 類型があり、例えば両親が児童の面前でけん
虐待のない社会の実現を目指す市民運動） かした場合は心理的虐待となるなど、警察に
への理解も大切である。 おいては、各種会合等を通じて周知を図って
また、児童相談所虐待対応ダイヤル います。

「189」（いちはやく）の周知も必要である。 「189」は、厚生労働省が運用する、「児童
相談所虐待対応ダイヤル」と承知しています。
警察でも関係機関の協力依頼を受け、「189」
のポスターを署内に掲示して、周知に協力し
ています。



児童虐待の疑いがある内容を知った場 警察と児童相談所は連携しているため、ど
合、警察と児童相談所両方に通報すべきか。ちらの機関に通報していただいても大丈夫で

す。両方の機関に通報する必要はありません。

児童虐待について、児童相談所や行政側 市町、児童相談所、総合支庁、教育委員会
と警察の関わりはどうなっているのか。 等の関係機関と警察では、要保護児童対策地

域協議会を開催し、行政機関が認知した児童
の案件に関して、情報交換を行っています。
今後も関係機関との情報交換を密にし、最

悪の事態を想定した対応をとっていきます。

子供のいじめによる不登校について、警 特別な手順はありません。
察に相談したいときの手順などを教えてほ 警察では、警察安全相談として随時、交番、
しい。 駐在所、警察署で受理しています。

また、ヤングテレフォンコーナーの呼称で
少年安全相談専用の電話を開設しているほか、
警察相談電話（♯9110）等でもいじめ事案に
関する相談を幅広く受け付けています。

「こども110番連絡所」の設置条件は何 特別な設置条件はありませんが、「①平日の
か。それを子供たちにどのように周知し活 日中時間帯に大人が所在していること②子供
用しているのか。 が駆け込んできた際の安全確保や必要な機関

（警察、消防、学校など）への通報措置が適
切に行えること③子供の駆け込み場所として
相応しい場所であること」であり、かつ、個
人宅、店舗、事業所等に協力依頼を行い、快
諾した方に対応していただいています。
警察では各小学校に設置場所の情報を提供

するとともに、各学校における防犯講話等の
際、こども110番連絡所の役割等も説明してい
ます。各学校では、「こども110番連絡所」や
「交通事故の発生箇所」等を印した安全マッ
プを作成し、生徒に配布して活用を図ってい
ます。

現在の暴力団情勢はどうか。 令和３年末で、全国の暴力団勢力は、約２
万4,100人です。この10年で約３分の２まで減
少しています。
県内の暴力団情勢は、令和３年末で３団体、
５組織、約60人となっています。県内も減少
傾向で、この10年で約４分の１まで減少して
います。
この３団体の一つが、米沢市内に拠点があ

る住吉会奥州山口一家六代目です。
当署では、この組の幹部を令和元年９月に

逮捕したほか、今年３月下旬には組員を傷害
事件で逮捕しています。
当署管内の暴力団構成員等については、県

内の情勢と同様に年々減少している状況です。


